
会   議   録 

 

１ 会議名 

   令和４年度 第１回 阿賀野市犯罪のない安全で安心なまちづくり推進会議 

 

２ 開催日時 

  令和５年２月１７日（金曜日） 午後１時３０分から午後３時００分まで 

 

３ 開催場所 

  安田支所「風とぴあ」 ３階 大会議室 

 

４ 出席者（傍聴者を除く。）の氏名（敬称略） 

  ・委 員 長：高橋髙一 （阿賀野市防犯協会 副会長） 

  ・委  員：樋熊征夫 （阿賀野市防犯協会 副会長） 

齋藤由春 （阿賀野市防犯協会 副会長） 

鈴木二三代（中島四防犯パトロール隊 代表） 

小野里定男（六野瀬地域防犯隊 代表） 

加藤茂樹 （阿賀野市建設業協会 代表） 

鈴木 斉 （阿賀野警察署生活安全課 課長） 

（１２人中７人出席） 

  ・菅原総務部長 

  ・事 務 局：田中課長補佐、成海係長（計２人） 

 

 

５ 議題（公開・非公開の別） 

 （１）第５次阿賀野市犯罪のない安全で安心なまちづくり推進計画について（公開） 

 

６ 傍聴者の数 

  ０人 

 

７ 発言の内容 

 （１）第５次阿賀野市犯罪のない安全で安心なまちづくり推進計画について 

     委員長：上記の件につきまして、事務局より説明をお願いします。 

         質問・意見は説明の後に受け付けます。 

     事務局：（第５次阿賀野市犯罪のない安全で安心なまちづくり推進計画の進捗状

況、中間報告について会議次第、資料を用いて説明） 



     警 察：（令和３・４年における阿賀野市内の犯罪発生状況について説明） 

 

     委員長：委員の皆様、質問などございますか。 

 

     委 員：見守り（防犯）カメラの重要性を再認識した。 

        （個人的なことではあるが）SNS で不審メールが届き、危機感を感じる内

容や個人情報の漏洩などを警察に相談し、真摯に対応していただいた。 

これからは、いつだれが犯罪に遭うかわからない時代であり、防犯の

意識をしっかり持たないといけないと感じている。 

第５次計画の項目で自主防犯団体及び活動従事者数を増加させるとあ

るが、具体策はあるか 

     事務局：自治防犯組織がしっかり整っている自治会に団体立ち上げを要請して

いきたい。また、防犯活動については自治会活動応援補助金が活用でき

るので、併せて啓発していきたい。 

     委 員：昨年私たちのパトロール隊では旗やのぼりを購入したが、地域での予

算のやりくりは大変。補助金等の活用も検討したい。 

     委 員：社会福祉協議会でも補助事業があるので、活用してもらいたい。 

     委 員：補助金もよいが、まずは地域での予算確保が重要である。行政頼りで

は良くない。 

     委 員：自主防犯組織を増やすのであれば、水原地区を中心にすべきである（水

原地区の組織・団体が少ないと思うので） 自治会単位で考えるのでは

なく、単独で組織化したほうがよい。 

     事務局：意見を参考にして、団体立ち上げを推進していきます。 

     委 員：市町村合併時に防犯協会も一緒にしようとした経緯があったが、地域

のことは大きくまとまらず、細かく見たほうが良い。 

     委 員：昨今、強盗などの凶悪犯罪について連日報道され、市民の防犯意識も

高まっている。こういう時こそ、組織や団体を作る良い機会である。 

     委 員：私の地域は散歩している人が多く、結果的にパトロール・防犯活動に

つながっている。それが一番大事である。 

     事務局：大変貴重な意見をたくさんいただいた。今後の施策等につなげていき

たい。 

     委 員：防犯カメラは２０台で十分なのか。 

     警 察：多ければ多いほど良いが、そういうわけにもいかない。 

         阿賀野市は多く設置している方である。 

         また、防犯情報の安全安心メールについても、迅速に対応してもらって

いる。 



     委 員：防犯に携わる人材も不足しているので、今後ますます防犯カメラの重

要性が高まってくる。できる範囲で設置したり、自治会に補助してほし

い。 

     事務局：防犯カメラについては、他自治体でも様々なやり方をしている。 

         参考にしたい。 

     委 員：防犯カメラは１基いくらくらいか 

     事務局：市で設置しているものは専用の柱を立てて設置するタイプのものであ

り、１基７０万円～８０万円である。 

    総務部長：そもそも防犯カメラの設置については、市で高齢者の行方不明事案が

多かったこともあるが、その頃新潟市で子どもが犠牲となる痛ましい事

件が発生したことで、保護者からも防犯カメラ設置の要望がいくつかあ

った。ただ、防犯カメラの設置よりも、やはり大事なのは地域において

直接目で見て見守ることだと思う。あくまでも防犯カメラは補完の役目

だと思うので、今後とも皆様方にはご協力よろしくお願いいたしたい。 

     委員長：防犯意識が高まりつつあるが、防犯用品等の補助などといった声はな

いのか。 

    総務部長：今のところ、そういった要望はない。個人への補助はなかなか難しい。 

 

     委員長：大変活発なご審議・意見交換ありがとうございました。 

 

            【閉  会】 

 

８ 問い合わせ先 

  総務部総務課交通対策係   TEL：0250-62-2510（内線 2271） 

            E-mail：somu@city.agano.niigata.jp 

 


